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棚尾地区正幹事  小 笠 原  進　

棚尾まちおこしの会会長 永坂 俊広　

地域の身近な相談相手
　『民生委員・児童委員』

【主な業務】

　①支援が必要な人の見守り

　②生活上の相談受付

　③福祉の専門機関へのつなぎ

　昨年の神楽殿修復工事で発生

した古材を利用して守祓を作り

ました。

　今から、ちょうど100年前の大正12年(1923年)3月に『火の見やぐら』が完成し、盛大な

式典と棚尾小学校校庭での消防団観閲式及び妙福寺で社会教育映画会が開催されました。

　高さは20メートルあり、長年にわたり棚尾の

　まちを災害から守っています。

　望楼の柵はローマ字で  ＴＡＮＡＯ  と表記

　されモダンな造りは地区自慢のシンボルです。

百年前(3月)の写真 耐震工事(平成29年度)後、現在の写真

スマホで右のQRコード読込みで
直接、棚尾公民館にアクセス可

碧南市HP→子育て・教育・文化・スポーツ→生涯学習課→棚尾公民館
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棚尾の宝もの …『火の見やぐら』建設から１００年

厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員

（給与の支給はなくボランティアとして活動）



　

　達吉は十歳で当時は妙福寺にあった棚尾小学校を卒業すると、丁稚奉公の

ため棚尾を離れました。しかし、ふるさとへの思いは強く、後年永井賓水の

俳誌『アヲミ』の表紙絵を描き、高浜虚子の二度目の来棚にも同行し、棚尾

小学校改築には作品を寄贈するなどふるさとへの援助を惜しみませんでした。

（祭り太鼓）

八柱神社社務所の大広間の床の間に、大きな絵の額

《旭日群峰画賛》が掛かっています。これは藤井

達吉が描いたものです。この中に『うぶすなの 祭

り太鼓の 音聞けば 幼きごとし 我老いぬれど』
の和歌が書き込まれています。

 「うぶすな」とは自分の生まれ育った土地という

意味です。年老いてから棚尾へ久しぶりに帰ってき

て、神楽太鼓の音を聞き、幼い頃家族とお参りし嬉

しかった思い出を和歌にしたものです。

碧南市の農業の中心地である前浜新田は、今から194年前の文政

12年(1829年)に開墾されました。棚尾は耕作地が少なかったの

で 憂いた名主の斎藤倭助が指導者となって他の村の人にも協力を

求め、海だった場所を開拓した土地です。昭和27年(1952年)に

倭助没後百年の慰霊祭が行われ、顕彰碑が建てられました。

慰霊祭に参列した達吉は祖先を讃え、次の和歌を作りました。

　　『まえはまの　このひろはまを　ひらかれし　
　顕彰碑(河方町の用水ポンプ場敷地内) 　　　　　　　　　翁のこゝろの　かしこかりけり』

棚尾地区 5月までの主な行事予定

月 日 曜日

3 5 日

3 7 火

3 17 金

3 20 月

3 25 土

3 26 日

4 5 水

4 6 木

4 7 金

4 10 月

5 7 日

5 10 水

5 14 日

5 28 日

※内容、時間など詳細は主催者資料をご参照頂きますようお願いします

棚尾神社大祭 10:00～ 棚尾神社(八柱神社南)

高齢者教室 レールパークを歩こう 13:30～15:00 碧南レールパーク

子ども会発会式 13:30～ 棚尾公民館３階ホール

棚尾まちおこしの会 定期総会 19:00～ 棚尾公民館3階ホール

南中学校入学式 南中学校

棚尾幼稚園入園式 棚尾幼稚園

棚尾保育園入園式 棚尾保育園

棚尾小学校入学式 棚尾小学校

棚尾保育園卒園式 棚尾保育園

おやじの会　資源回収 棚尾地区内

棚尾幼稚園

棚尾小学校卒業式 棚尾小学校

棚尾幼稚園卒園式

     行 事 内 容 時間、その他 　場 所 等

南中学校卒業式 南中学校

子ども会お別れ会 13:30～ 棚尾公民館３階ホール

棚尾史跡巡り NO24 達吉のふるさと歌(第2回)

(前浜新田の開拓者 斎藤倭助…達吉の曽祖父の兄)

書かれている和歌

八柱神社社務所 床の間


